
EBC Financial
Group：インドネシア銀行の利下げ戦略、そしてBRICSの現状を乗り切
る

EBC Financial

Group：インドネシア中央銀行がプラボウォ氏の成長促進政策とBRICS諸国との連携

、ルピアの安定とのバランスを取り、政策の方向性を再構築する中で、インドネシアの25

bpsの利下げを解説します。

EBCはインドネシア中央銀行（BI）の0.25%の利下げ（5.5

0%へ引き下げ）について分析し、財政刺激策とインドネシアルピ

ア（IDR）に対するリスク、そしてBRICS加盟による地政学的

な機会とのバランスを検討しています。  

JAKARTA, INDONESIA, May 29, 2025

/EINPresswire.com/ --

インドネシア中銀（BI）は、政策金利を25ベーシスポイント引き

下げ、5.50％としました。今年2回目の利下げとなります。これ

は、世界的な貿易摩擦や国内の財政目標を背景に、経済成長を支援

するための戦略的な転換を示すものです。同時に、政治的優先事項

と市場の信認という繊細なバランスを取ろうとする動きでもありま

す。大手ブローカーであるEBC Financial

Group（EBC）は、この決定がインドネシアの経済見通しに

どのような影響を与えるのか、またそれが同国の発展路線について

何を示唆しているのかを分析しています。  

戦略的な綱渡り：景気刺激か、安定か

今回の利下げは、厳しいマクロ経済環境への対応として行われました。2025年第1四半期のGDP成長率は4.87％と、過去3年間で最も低い水準に落ち込み、

加えて米国の新たな関税措置による世界貿易の不透明感も漂っています。インドネシア中銀の今回の判断は、以下の3つの戦略的要因を反映しています。すなわち、2

.5％のコアインフレ率、通貨（インドネシアルピア）の動向（4月の歴史的安値から3％回復）、そして外国銀行の出資上限を5％引き上げて35％にする措置です

。

BRICSという要因：好機か、それとも制約か  

インドネシアのBRICS加盟は、インドネシア中銀

に「三重苦」ともいえる難題を突きつけています。すなわち、利下げを通じた国内成長の促進、IDR（インドネシアルピア）の安定確保、そしてBRICS加盟によ

る新たな地政学的リスクとのバランスです。BRICSは年間1,500億ドル規模の貿易機会をもたらし、世界GDPの28％、世界人口の45％を占める巨大経済圏

でもあります。インドネシアは新開発銀行（NDB）の低コストインフラ融資へのアクセスを得たことで、財政負担の軽減や米ドル依存の縮小も期待できます（情報

源：BRICS）。しかし一方で、BIの金融政策は地政学的な綱引きや金融の柔軟性といった新たな緊張にも直面することになります。  

EBC（英国）のCEOであるデイビッド・バレット氏は、「これは高リスクな経済的外交手腕を要する金融政策です。インドネシア中銀

は単に金利を設定しているだけではなく、国内の政治的優先課題と、国際的な市場信認の双方のバランスを取りながら、BRICSという綱渡りをしているのです。今
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回の利下げは、プラボウォ・スビアント大統領の成長戦略を後押しする一方で、BRICSが実際に貿易利益をもたらすのか、単なる地政学的負担となるのか、その真

価を問う試金石でもあります。」と述べました。  

バレット氏はさらに次のように述べています。「金融市場は、この綱渡りを注視しています。IDRの持ちこたえは、インドネシア中銀

がBRICSの代替的な資金調達手段を、どれだけ実体経済のバッファーに転換できるかにかかっています。トレーダーにとっては、為替取引から特定セクターへの投

資まで、多層的なチャンスが生まれますが、一般のインドネシア国民は、ローン金利から輸入品価格に至るまで、さまざまな形で影響を受けるでしょう。」  

インドネシアの今後は？  

今回の利下げは、成長の持続と安定の確保という戦略的転換を象徴するものであり、世界的逆風に直面している他の新興国にとって、参考となるモデルとなるかもしれ

ません。この戦略の成否は、財政拡張と地政学的変化の中で、インドネシア中銀

がどれだけ投資家の信頼を維持できるかにかかっています。国際金融市場は、おそらくインドネシアの政策の組み合わせを、新興市場の回復力を測る看板のひとつとし

て見ることでしょう。  

当社の詳細につきましては、https://www.ebc.com/jpからご確認いただけます。  

### 

EBC Financial Groupについて 

EBC Financial

Group（以下、当社）は、イギリス・ロンドンで設立され、金融ブローカー業務や資産運用サービスを提供しています。ロンドン、シドニー、香港、シンガポール

、バンコクなど、主要な金融センターに拠点を持ち、幅広い投資機会を提供しています。 

複数の賞を受賞しているEBCは、倫理基準の堅持に努めています。当社の各子会社は各国の規制機関の認可を受けており、英国（FCA）、ケイマン諸島（CIM

A）、オーストラリア（ASIC）、モーリシャス（FSC）などの金融監督機関のもとで事業を展開しています。 

私たちは、誠実さ、尊敬、お客様の資産の安全性を最優先とする企業文化を育み、すべての投資家の皆様とのお取引が、それに値する最大限の真剣さで取り扱われるこ

とをお約束します。 
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